
Title 棚卸資産の算定 : 最終原価と買入順法との対比
Sub Title The measurement of the inventories
Author 高橋, 吉之助

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1951

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.44, No.3/4 (1951. 4) ,p.138(64)- 151(77) 
JaLC DOI 10.14991/001.19510401-0064
Abstract
Notes 経営経済学特集 = Foundamental problems on the personal management

論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19510401-

0064

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


1
!
m
&
會

雜

誌.-
笫

四
十-四狯

：：：

一
：
準1 
一,

•:

四

臭
：

:

.- 

:ノ7
.:

::
-
_
;
卸

：.
：
»

〗

産

^̂
^

_

——

最

終

腐

價

と

：
買

.

入

順'

法

と

：の
#

丨局

_

*
ri

Z

助

.
:
棚
卸
資
糜
會
計
.の
へ
主
要
目
的
は
、
.收
'益
に
對
し
，て
，費
用
を
適
切
に
對
應
さ
分
、
.
て̂
實
現
^
る
利
益
を
ー
止
じ
く
決
定
す
る
こ
と
で
，あ 

る
_、
と
於
國
會
計
±:
馨
會
計
字
續
委
員
會
は
述
べ
.
‘：.て
ゐ
.名
>
杏
業
は
链
期
首
若
千
の
麗
資
產
を
有
.し
、そ
れ
を
更
，に
そ
©
期
の
_購
人
.及
，.

- 

• 

- 

■■ 

I 

. 

. 

• 

• 

• 

' 

.

パ

；

— 

.

.

.
、.. 

-

.

. 

• 

• 

- 

>• ...

び
製
造
に
ょ
つ
て
追
加
す
る
。'へこ
作

.の：：

1
賛
產
は
命
業
の
費
用
を
意
味1>
て

以̂
、
'逾
切

-な.費用
を
對
應
さ
ぜ
芯
手
續
と.は
.
、
：
と

れ

- 

* 

- 

' 

... 
V. 

、
圓
 *

»

•  ̂

- 

t 

\ 

- 

.

ら
の
奴
用
の
ぅ
ち
*何
を
常
：期

.の：收
益
：
に

對

し
..
て
賦
課
し
、
幾
何
淹
次
期
以
降
の
費
用
と
し
て
繰
越
す
べ
き
か
、
.と
.ぃ：ぅ
こ
と
を
決
定
せ 

ん
と
す
！

零

f
。
'
着

對

照

表

：
に

s

f

、殘
餘
の
額
で
警
、.
.
次
期
以
降
に
繰
越
さ
れ
冬
べ
、き
額
で.赵る
タ
棚
御
高
：亦
販
賣
商.品
*

G:

廐
價
起
決
定
ず
る
目
的
で
決
定
れ̂
：る

0か
、
' 

或

^
®賣商
品
の
原
價
が
棚
卸
#高
を
決
定
す
る
た
め
.に用
い
ら
：れ
る
か
_づ
て̂
ば
議
論
が
，あ_
る
が
、
實
德

±は
、
♦
持
棚
卸
資
產
の 

額
を
決
定
し
、
殘
餘
を
賣4高
賦̂
課
す
る
と
い
ぅ
.方法
ゼ
賣
上
原
慣
を
.決定
ず
苓
場
合
が
非
常
ね
多
い
。へ
他
カ!>
:原
價
計
算
組
織
が
充 

實
し
て
ゐ
る
と
：こ
ろ
.で：は
、
' 
賣
上

.原價
：が
；先
づ
^
れ̂
、

*_
は
皿

{«
計
箅
記
錄
の
逾
切
性
及
.び帳
簿

_
«の
合
理
的
巫

«性
を
證
吧
，
 

す
多
た
め
に
行
わ 
る

：，
y 

.

一
..；
.

.

M

i

l

_

ll
_

_
!l
tl
t
i變

I

I

I

H

^

_
麵

_

||
議

l

J

l

l

f
 

■

^パハt 

p

は

|

_て
»出
■
利
益

_
者
に
よ
つ

i

f利
_

|大と
：な
り

ょ
■

益
額

が

後

者

5名
利

續

と

I 

「

.ェ乃
沒
彡

|使
^も
蒙

.
€
,
俱
原
則

.
と
ゼ
は

.
取
象
慣
主

^
^

I

f

-

l

l

l

f
 

I

 
^



メ
リ
★
忙
お
け
る
#
乾
の
本
張
'を
歡
近
.'0
'
:論
雰
に
：ょ
ジ
'て
芘
較
じ
や
^

.

(

¥

) 
samner'J, Broad 

0
^
. 

0
 ̂

s
* 

§
)
v
^
w
-

::.. 
(

tl
;2p
.
ソ

,:
唧
别
の
改

JI
-
;
驚

人

姑

法

：で

は

そ

の

，
施

衍

親

則

崎

お

：
い

.
て

|
只
：人
順
法
を
：先
入
先
出
法
、

；

最
終
鹿
價
截を
.

後
人
先
出
满
：と
い
ぅ

.
詞

.
で
規
記
し
て
い

-.
 

...
-
 

'

 ■

 
■

.
 

-

 

•

. 

..

.
 

.

.

 

.

.

 

.

 

.

 -.

 

.:

-■
.

 

-

 
-

 
•

 -

 -

 

•

 

..

•:
'

 

•

 

•

 

•

 

' 

-

 

,

 
.

 

•、
 

.

 

•

■.
•
.

V
.

:
,

.
'

,
.

:

へ
-：

.，土
' 

'
■
' 

パ
::'.、
，

.;
-■
■

:
.
. 

'

.
: >

_. ■:
'
,
'

:

:

.

-

'

 
-

 
'

 '

.

ぐ

1
:
'

、
•

■

 

.

 

.

,;
■

'

'

.

■

:

. ,

.
' 

-

ん

■ 

: 

■: 

:

.■
'.
,
v

 

:

.

.

 

-

 

-

■

..

' — 

-

'
 

- 

• 

- 

- 

■ 

- 

: 

■ 

.. 

‘：

，  

■■
 

■ 

■
■ 

' 

- 

.. 

.
-
-■-
■
.
-
'
 

■
: 

■  

:

.

ゥV

ルタ

.
\

(

ゲ

^;
_

ー̂

^
.は
買
^
^
法
:%
非
雛
：し
て
次
の
如
く
._述
.べ
.て
ゐ
る
。
':

へ、
::
'

ツ
賀
人
順
法
は
緻
營
政
策
S

け

墓

機

£
か
素
を
高
5

や
す
：い
"
^
れ
ほ
米
國
で
は
綿
業
や
製
粉
業
の
場
合
な
备

市
場

5:
:通じ
て

.
歡

を

べ
シ
デ

..
X:

ダ
で
き

.
る
か
ち

.
困
難
.な
問
題
は
坐

tfe
い
0̂

L
.
:

か
し
他
の

'命業
で
は
價
格
變
動
に

I利
益
.が

#計
上■

吧
.表
示
さ
.れ
て
.
l企
業
の
：「

眞
實
Q
.
J
.
.

狀
態
は
變
化
な
'ぐ
或
は
逆
に
惡
化
し
て
ゐ
.る
こ
と
：が
：あ

今
 ̂

.
そ
れ
は
所
謂
資
産
利
益

&
ベ
S
-

-
.
 

-
 

.

 .

.

.

.

 

- 

V

 -

 

-
 

-

'

'

 -

.

 

'
5

へ
許
1〕

'
 

-’.

-

•

■.
*
■
■
•
-
,-
■
-

f
y 

Pro

浮

.の如ぎ
架
空
の
利
益

'
が
：

_
s掼益計
箅&
中
杧
持
込

^
tから
，

S

-

;

一
'

.以
T
こ
の
資
產
利
益
が
間
題
と
な
る
の

.で

.あ
る
が
、

■ゥ
オ
ル

.タ
ー

は

そ.の
.具
體
的
な
說
明
を
翁
.い
-て
ゐ
.る
.の
で
、
彼
と
同
様
の
觀
_

:
 

一

■ 

' 

■

'
.
'

,
 

',
■-
.
 

-
 

-
 

: 
*
 

:
.
.;'
: 

. 

. 

■ 

■
■ 
.-_ 
■>
.
 

, 

. 

' 

:

.

. 

'■ 

.
:
■■

-' 

- 

■ 

, 

:
.
.

點

r:
立
つ
他
の
論
者
の
：說
明
を
こ
乂
e
附
加
じ
v
-
:
t
ぅ
，
.
'
'
ゾ

:

'
.
'
.
r

-

.

.

.

企
業
は
擦
續
的
に
塞
營
さ.昨
る
限
り
ハ« >
.

'

'

る
程
度
の
_

卸
'資
產
^

絕
對
的
.必
要
量
と̂

ぅ
^

の(

.
が
隹
し
、
そ.
れ
■は
處
分
マ
可
能
の
資
本 

殳
资
(?

あ
る
。
從
'つて
と

の

種
の
資
產
に
生
じ
た
價
値
增
減
は

(

そ

の

.数
量
に
變
化
な%

.>
-
の
と
し
て〕

.未
實
規
の
資
本
損
益
と
考
え
る
べ
き

な
 

.

.

. 

- 

' 

:

' 

' 

-
-

.

 

.

も
？

あ
り
、.
通
常
の
事
業
損
益
と
は
區
別
せ'ら
る
べ
：き
で
あ
今:,
^

 

■

 

■

■

 

■

 

V

.

.

物
惯
上
昇
期
に
お
い
て
、
，販
賣
及
び
そ
の
補
充
が
線
返
さ
れ
る
每
に
在
庫
品
の
數
量
は
'同
丄
>-
;

ス̂
も
、

そ
の
.價
額
が
騰
貴
す
る
か
.ら■ 

普
通
の
會
計
方
法(

質
人
順
法)

,E

ょ
っ
て
算
出
さ
れ
る
利
益
は
原
價
の
騰
貴
じ
た同
量
の
棚
卸
資
產
の
獲
得
のた
め
に
搏
投
資
さ
れ
拘

WM

 ̂

.

. 

圓
 

' 

,
,

■ 

.

 

•

 

i

東
さ
れ
る
。
.か
X
る
利
益
が
棚
卸
.資
產
利
益
.で
‘
气
そ
れ
は
贩
賣
漱
了
の
棚
爾
資
產
に
ょ
つ
.て
表
現
さ
れ
た
未
實
現
利
茶
で
.あ
り
、
を

-
■ 

■ 

-

.

.
-
イ
-
/ 
..'■..
 

■ 

- 

- 

: 

. 

, 

'
'
.
•
- 

--. 

-

業
が
繼
續
す
る
.限
り
未
實
現
.の
も
の
で
あ
る
。
從
つ
' て
恒
久
的
投
資
の
.ー
 

'部
を
形
成
す
る
^
も
拘
.ら
ず 

> 普
通
の
#
計
方
法
で
は
こ
れ
を 

圈
定
的「

投
資」

價
値
を
.以
て
.評
價
せ
.ず
>
た

め

に

價

格

の

變

働

，が

棚

卸

資

產

办

慎

値

忙

反

映

：す
：：る
と

.と
>'
許
し
：て
ゐ
今
そ
の
結
果
こ 

れ
が
企
業
に
與
ぇ
'る
影
響
は
次
の
如
く
で
_あ
，る
。
''
'
.-'
_ 

' 

: 

' 

' 

:.'.,

■
:.'-

:へ
 

先
づ
、
多
く
の
報
業
家
は
物
價
ト1

#

の
時
期
に
、
決
算
書
が
示
す
.利
益
額
を
全
部
眞
の
利
益
.な
り
と
信
'じ
、
こ
.れ
ぞ

配

當

金

.と

し

て

款 

外
に
分
配
じ
、
.事
業
擴
張
、
偾
務
偾
還
紀
充
當
し
ぅ
る
利
益
.で
あ
る
と
考
克
.る
。
と

^
ろ
が
棚
鲰
資
產
利
益
は
.現
金
：で
は
.な
く

、
：
棚

^

資 

產
で
あ
る
か
ら
、
直
.ち
.に
現
金
の
.不
足
が
感
，.ぜ
ら
'れ
名
.
0そ
こ
で
こ
れ
ら
め
資
金
は
他
'か
.ら
の
借
入
に
i
.つ
，
て

賄

わ

れ

、
.上
記
.の
諸

_

的 

に
'支
出
さ
れ
る
o
物
價
ユ
昇
期
に
お
い
そ
_
簿
_上
の
刹
益
が
漸
增
し
、
事
業
家
.は
こ
の
狀
、態
.が
.II
續
：方

空

.の利
益
を
資
本
化
し
、

.誇大
な
蕻
業
鑛
張
を
企

_す
冬
こ
と
が
多

.
い
。
：設
備
の
瘸
張
は
間
接
費
の
曾
加
を
泮
ぅ
：し
、_こ，の
串
期
に

.はま

.

\

 

,

 

-

 

-

 -

.

 

'

 

こ

.-'

 ■

 

.

 

-

\

W高
賃
金
が
容
易
に
承
認
さ
れ
る
.で
あ
.ろ
ぅ
。
.か

.
\
る
間H

棚
卸
資
產
利
益
は
累
積
し
續
け
る

:0
-

.

.

/
.'
.
'
、

.

,

 

-

 

.

 

-

-

 

.-
 

.

, 

• 

• 

. 

.

..

.次
い
で
價
格
の
騰
勢
.が
漸
く
.衰
ぇ

,«
^
め
る
と
|

現
賢
の
價
格
下
.落
は
：.必
：ず
レ
も
必
耍
で
は
な
，い
_

_從
來
價
格
騰
貴
に
ょ
.つ
て
生「 

成
し
.つ
つ
.あ
つ

た

利

潤

の

增

加

が

停

止

：す

：る

0-
_
.炎
業
利
益
は
漸
夹
後
退
し
、
諸
種
の
方
面
'に
縮
少
過
程
が
は
じ
ま
.る
。
：利
澗
の
.消
滅
に
っ 

:

れ
て
各
企
業
は
.
.

r

讓

け

」

を
急
ぎ
ぺ
こ
.
Vに
物
價
の
急
速
な
下
降
が
は
じ
.ま
.る
：
o
.'-
■
,

,

■
.

:棚
卸
資
産
の
價
値

.
が

.
下
落
す
る
と
棚
卸
資
產
利
益

’は.
消
滅
霧

.
散
ず
る
。

.しか
し
棚
取
資
產
利
益

..
を

¥レ
た
た
：め
紀
發
生
、し
だ
黴
務

.
は

.
'

' 

■
 

.
 

.

...
フ

- 

‘.

一
 

- 

• 

.

.

. 

/ 

.
•

.

依

然

と

じ

て

嚴

存

す

.
と

\に至
つ
て

.さ：き
^費し
た
も
の

&利
潤

.
で
は

'
な

.
ぐ
；

>
#
.
は
借
人

.
金

 ̂

.

.

■姐
に
、
.
.
#要な
こ
.と
は
、
.こ
；.の
骑
期
紀
お
>
てI

日
竭Q.

方
法
に
.
.ょ
ぶ
會
計
は
：棚
»
資
產
'«
失
を
.表
わ
0
、
'
.そ
.れ
が
企
：業
の
_
間
利
益
，を
.
,

5
S想
、へ

|
籍

失

Q
l
_
l
&

局

#
^

忍

業

の

签 

' 

六
七

‘(

1
S
C
.



へ
へ

'.'
':
'」

_

卷

雜

靜

.

vlv
も
^
ょ
り
狐
卸
資
衝
刹
益
は瓦
蒙is

の
橄
本

_廳
因
'で
ほ
取

^

^:
龙
む
ハ 

產
利
益
の
活
霸
ず

^餘地
は

薪

：

3な趴
笳

ら

：で
あ
岑
。

5
^

.
:
. 

-
.
.

.' 

-' J 
,
厶 
ノ

.

,波
ぞ
髮
化
寸
る

ガ̂
な
原
因
と

6̂
て
あ
.ろ
:5
.
:°
:ぐ
ビ
：
.
.
.
.
>
:

.-「

;-
'
:
 ̂

■

へ

,:
.
;
.
.

(

"へ
'
'
.
:
:
'

',
.
-
'
'
:
^

• 

V 

-• 

* 

- 

-. 

- 

. 

, 

: 

- 

.

.

<■
.
.
.
. 

- 

- 

< 

------ 

- 

'
,
.
-
、. 

.
.

-、
 

<-.

,
;;
'
1か
ょ
ネ
に
、：
經
營
上
^
さ
れ
：る
_
想
は
過
去
の
.會

計

記

變
■
に
^
右
ぎ
れ

.

K
P

 

:_
從

£
^
#:
計
記
»
が
« ;
實
.の
狀
嚴
を
歪
め
て
策
す
な

■

 

*

 

-

 
V.
 

.

.

 

...'..
 

-

 

•

 I

 

••
•

■■
•
 -

 

•

 
-

 
•

 

•

 •

 •

 
'

 '

 
,

 

•

 ■

 
-

 

I
.
 

,
 

.

 

•

 

.

-

-

.

.ら
ば
”
_必
然
的
'
£逾
摩
に
.樂
天
的
な
或
は
遒
度
：に
悲
観
的
な
豫
想
：.が
行
わ
'れ

ブ

そ

..の

結

果

景

氣

變

動

や

'
一

.

■

も

し

も

經
營
政
策

.
が

貨

漱

墻

で

&ぐ眞
實

の

«値达
基
へ
い
て
衍

.
わ

'
れ
祀

^ら.ば
、

ぐ

^

. H一 

一

O'
年
代
め

.
大
恐
慌
を

.
ど
の
.程
度
緩

■
- 

,■

 

'

 

■'
:
-
.
-
-

■ 

ノ 
-

 

‘-?-
 
.
.
.

 
■

 

.

 
.
.
.
.
.
-

-'
.

 
-

'■
■

.'■
:

-
 

.

■■
•

'

.

■

 

,
 

:
 

■

.
和
で

#たで
&
.
ち
：如

->
'

と

“ぅ

_
こ

.
と
：を
推
寒
す
冬
こ
お
は
：匆
論
不

.
可
餌
で

あ

る

に
し

で
も

、

し
：か

_
じ

'
扒
ょ
.ぅ
栏
修
正
さ
れ
た
藪
脩
に
立

. ' 

- 

•1 

- 

-
.
.
-
- 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

• 

. 

. 

«- 

.

.

.

.

.

.

-牌し
た
經
營
の

-心理
ぼ
當
時
办
實
際
の

理̂
と
は
著
し
く
異
つ
七
^
た
杞
 

へ
ど

'：一■

,へ.ゴ：：，へ
.:
'■.
.
 
一
 • 
_
リ
ノ 

■
,

• .

 

一

'--
 

•

 

• 
•
.•
-•-
 

.

 

.

 

• 

- 

...
 

.

.

.

 

•

 

•

.
，會
計
の
へ
の

'
弟

耍

啟

職

能

は

事

慮

家
茨

^その
.
他
办
利
聲
關
係
著
に
：對

し

、

'
_
等

'
の

_斷め
_

と

'
で

あ

る

-°
こ

'
0
肖

的

は

、
：
；資

產
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蔓

會

計

期

に

賢

ざ

れ

粑

.
か

_かを
眞
實
の

#
_
で
：
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'
ず
な
お
ち
そ
の
«

幣
的
表
明
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衔
數
の
變
動
に

_し
.
て

修

正

'̂
る

'
こ

^にょ
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つ
：：て

.
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資 

パ
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_
質

入

順
法
は
收
益

.
に
對
し
セ
過

'̂
の
貨
幣
價
値

^ょ、冬
原
價
を
賦

«す
.
る
た
，め
ぬ
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資
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を
撗
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計
篆
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導
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.
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ぎ
る
を
得
な
い
。
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.
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結
果
が
經
營
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上
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た
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濟
に
如
：何

.
な

^影響
を
及
ぼ
ず
か
は

.
前
の

引
用

に

S

-
 

■
 
-
 
-
 
-
 

-
 
-
 

.
 

'
 
'
 

■
 

..'. 

-
 
-■A，-\ . 

■
 
•
 

■
 
■
 
-
 

■
 

■■■
--.

 

t 

-

れ
る
。

V
最
終
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收
益
に
對
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し
て
最
近
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價

を

對

應

せ

し

め
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方
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仓
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述
め

如

ベ
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企

_が保
持
し
且
：つ
爾
後
办

_
生
產
：に
费
用
：と

.
じ

.
て
轉
牝
す
る

.
と

.
こ
ろ
：

.
の
資
產
の
：

1
^
は

^般物價
水

準

.
の

.
變
動

.
に
：つ
れ
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定
期
に
修
茈
さ
^
ね
ぱ
な
_ら
'埤
と
.す
ざ
な
ぢ
ぽ
、
棚
卸
資
產
迄
闕
す
ー
る
最
餘
值
法
は
そ
の
猶
念
を
更
虼
獷
張
：す
冬
慣
値
.
.の：.ぁ
各
.も
の

.
で

&>
る

.
4
信
ず
％

,けだ
し
が
よ

.ぅ涂
厮
现
^:
基
く
會
計
は
事
業
家
表
し
弋
自
已
办
諸
活
動

<7
>

;綠果
を
眞

 ̂

こ

. 

と
を
部
能
に
：ず
名

.
も
ぬ
で

'
あ
り
：、
食
幣
價
値
變
動

0影
：®
を
除
去
し
：、

-.
そ
の

.霞景
氣
變
動
を
長
期
彪
汎
づ

.
：

.
て
；平
均
化
し
、
；
經
營
の
將
來
ー.

.に
對
す
名
正
^
い
豫
想
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献
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名
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で
あ
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に
こ
.
れ
亦
调
知
の
如
ぐ
棚
卸
資
產̂.

の
み
.
補
用
さ
，れ
岑
方
法
で
あ̂
か
.ら
、'
物
價
變
動
.の
修
堪
.は
部
分
的
.：で
あ
る
6 

_費
弔
算
定
の
，
 

他
办
1 1
'要
' 
な
要
素
.で
あ
名
固
定
資
產”
の
減
'|
1

償
却
^

算
£

最
終
腻
價
港.
.に
.比
敵
；ず
る
方
法.を
適
闬
-せ
ぬ
^
p
y
S

碰
ま
依
然
齒
大
ぅ
至f
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■に
表
示
さ
：れ
るu.
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^

と
.衣

冬
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0

す̂

^

t >

最
終
原
.價
法̂

.

儕
！̂

の
: ¥

響
^

^

|

.計
算
が
ら
除
未
，
.

^

:る
效
集
の
：裎
^
^
期
間
總
費 

:

用
の
.ぅ
ち
棚
卸
寶
產
項
自.の
占
め
芯
比
率
め
太
；：き
さ
よ
岑
の
鑛
あ
る

—

衝
つ
：セ
ゼ
の
：此

藥

め

.t

彳
V

偾
却
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計
箅
を
固
定
資
產.
'の
：再

取

震

價

氐
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で
：
行

：
ぅ
，
が

：
、

.：？
〕
，：

物

價

：
靈■を

採

用

し

尤
'赞

値

修

班
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：
行.ぅ
' ^

、
.の
'
何

：れ

：

^
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考

え

ら

れ

名

o 

と
こ
ろ
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取
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囊

を
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.
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數
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取
得
原

^
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.
を
連
礎
と
し
て
：符
^

0
で
.
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岑
か
ら
、
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;
射
上
の
.原
慎
主
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腺
則
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^
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流
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1
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し
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價
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憑
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較
的
沽
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作
る
最
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般
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守
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義
會
計
實
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棚
卸
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產
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時
價
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脊
の-.
掁
簿
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額
ょ

1岗
ぐ
あ
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秘
密
積
立
金
を
作
ら
せ
：る
可
能
胜
が
存-する
の
：.■で.：あ
’る
0
,
.
と
れ
が
當
否

fc
つ

.い

.て：_は議
論
が
あ
苓
が
、_
.
.
疋

..
確

な(

资
.產
を
過
大
乃
至
過
づ
に 

棄

せ

.
S貸
赀
對
照
表
を
作
成
す
る
.こ.と
_が企
業
家
、
株
主
興
の
.他
.
£
對
し
て
價
値
あ
.办
と
考
免

.̂
れ
る
か
ら
、
と.の
場

合

は

，

借
對
照 

あ
上
棚
卸
評
歡
當
金
勘
定
を
設
け
域
終
原
惯
法
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な

て̂
箅
出
さ
：れ

た

棚

御

高

と

右

の

.修

.そこ
で

.
、
一
最
終
原
價
法
を
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の
持
つ
，弱
點
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露
呈.
せ
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し
う
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原
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方
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.最終
原
憤
法
を
放
棄

.
し

て
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#
^
指
數
ま
お

.は再
取
得
原

«に
よ
芯
修
芷
訐
算
を
行
う

。
.':
.

'.
前
者
に
つ
い
て
ば
、.枷
卸
相
高
に
對
U
て
■評
價
引
當
金
.を

設

け

、
，
固

定

資

產

k
つ
■.い
そ
1
時
價
償
却
を
行
う
の
で
あ
苓
？
.'八 

'
も
し
最
終
原
價
法
を
放
棄
す
^
な
ら
ば
、
：
.物
價
指
數
.を
以
て
修
'.
1
£す
る
方
法
が
最
も
簡
舉
で
あ
る
'°
し
か
し
こ
れ
は
最
終
原
價
法
に
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面
的
に
代
る
も
の
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.と
は
I

I
な」

い
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.と
い
う
■.の
は
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.個
々
の
資
產
項
自
の
：價
格
變
動
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般
^

'

動
が
表
明
さ
れ
ぬ
か
ら
で
あ
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:企
業
家
と
.し
て
立
價
格
決
定
の
，基
準
と
し
て
當
然
洱
取
得
原
慎
に
關
心
を
持
つ
が
、'.
■艦
の
.投
資
家
ば
全
般
的
な
購
賀
カ
の
：變
化
の
效 

果
こ
最
も
關
心
を
持
つ
で
あ 

' ろ
う
Q
ゆ
え
に
少
く
と
も
年
次
報
告
.に
は
徹
頭
徹
尾
物
價
指
數
を
.採
用
す
る
こ
と
が
：よ
^
よ
う
で
あ
る
。
物 
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指
數
を
用
い
る
こ
と
.は
原
價
主
義
原
則
に
反
す
.る
：と
と
な
く
容
易
に
修
ー
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で
き
る
が
1
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の
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價
が
一
般
物
慣
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異
な
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變
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し
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取
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必

要
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あ
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第
一
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ニ
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營
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■.以上
ゥ
オ
ル
ク
ー
の
見
解
は

.
、
：最
藤
原
價
法
が
物
價
變
動
の
棚
却
資
產
會
計
に
及
ぽ
：す
影
響
好
排
徐̂ぅ
名
效
巣
に
着
目
し
：て
、.こ

れ

 

.
を
全
產
業
に
採
用
す
る
と
と
を
企

'
圖
し

.
、
た

f限ら
れ
：.
た
產
業
以：

外
広
は
そ
の
效
果

.の：.
乏
し
い
：と
と
：ろ
か
も
、'再取
得
勝
慎
又
ば
物
質
指

'
 

數
に
よ
る
修
ー
止
則
算
の
逾
用
女
主
張
す
冬
も
の
で
、
要
は
、.資產
：が
倉
該
期
間
；に
消
費
さ
恭
た.か否
か

.
を
：

s
w
b
e
s

で

.評價
す
名
、
 

の
で

Iれ
ば
、
企
業
の
：刺
斷
資
料
と

.

J

て
の

#:
計
の
機
能
が
達
成
さ
れ

.
念

、
：
 ̂

:

つ

'
:
:

し

-かし
、
棚
御

*産
に
最
終
原
價
费
次
、
固
定
賓
產

^冉敢
得
原
價
よ
；る
償
：

_評
算

：
を

織

用

す

る

方

：货

、
.
あ

_
る

ぃ

.は.物
價

指

數

を

以
 

.
て
全
面
的
な
價
禮
修

1|
£-:
^行令
方
谗
辦
艰
し

$「

眞
實
の
言
葉
、

.
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